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昨
年
夏
、
石
野
政
雄
氏
の
蔵
瞥
が
当

館
に
寄
託
さ
れ
た
。
目
下
整
理
中
で
、

移
管
手
続
き
も
ほ
ぼ
見
通
し
が
つ
い
た

段
階
で
あ
る
が
、
や
が
て
公
開
、
利
用

可
能
と
な
る
は
ず
な
の
で
、
か
ね
て
多

少
の
縁
を
持
つ
と
こ
ろ
か
ら
、
内
容
紹

介
と
感
想
を
記
し
て
お
き
た
い
。

本
文
庫
（
と
一
往
呼
ん
で
お
く
）
は

約
二
百
点
程
の
小
文
庫
で
、
近
世
歌
書

が
主
体
の
蔵
書
構
成
で
あ
る
。
近
世
歌

書
と
い
っ
て
も
、
石
野
氏
の
関
心
の
中

心
が
、
武
家
の
、
そ
れ
も
堂
上
派
系
の

歌
門
の
武
家
の
文
事
に
あ
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
、
そ
の
系
統
の
本
が
主
流
に
な
っ

て
い
て
、
伝
本
の
少
い
作
品
が
大
半
の

こ
の
分
野
で
は
、
な
か
な
か
貴
重
な
文

庫
た
り
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
研
究
の

た
め
に
時
間
を
か
け
て
一
点
一
点
吟
味

し
な
が
ら
購
入
し
、
内
容
を
点
検
し
て
、

石
野
政
雄
氏
手
択
本
に
つ
い
て

松
野
陽
一

先
学
の
意
見
を
徴
し
た
も
の
に
い
た
る

ま
で
、
き
ち
ん
と
清
書
し
た
書
票
を
か

な
り
の
本
に
貼
付
し
て
い
る
、
正
に
手

択
本
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
、
研
究
者
に

と
っ
て
は
好
感
の
も
て
る
文
庫
な
の
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
石
野
政
雄
氏
で
あ
る
が
、

研
究
職
に
い
た
方
で
も
な
く
、
専
著
も

な
く
、
僅
か
に
、
森
銑
三
氏
を
中
心
と

し
た
三
古
会
の
人
々
の
論
集
で
あ
る

「
近
世
の
学
芸
』
（
八
木
書
店
昭
副
）

に
、
「
近
世
堂
上
派
随
想
」
と
い
う
文

を
載
せ
た
ほ
か
数
編
の
論
が
あ
る
だ
け

の
方
な
の
で
、
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
知

ら
れ
て
い
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

同
氏
の
知
遇
を
得
た
の
は
、
も
う
か

れ
こ
れ
四
半
世
紀
前
の
こ
と
に
な
ろ
う

か
。
仙
台
に
赴
任
し
て
、
東
北
各
地
の

へ

大
名
本
の
な
か
に
正
体
の
判
然
と
し
な

い
歌
書
が
多
量
に
含
ま
れ
て
い
て
、
そ

れ
が
次
第
に
、
研
究
の
進
ん
で
い
な
い
、

堂
上
派
系
統
の
武
家
の
歌
書
で
あ
る
こ

と
が
判
り
か
け
て
き
た
こ
ろ
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
研
究
の
進
展
を
計
る
に
は
、

論
文
を
瞥
く
こ
と
も
必
要
だ
が
、
資
料

を
な
る
べ
く
多
く
の
人
の
眼
に
触
れ
て

貰
う
こ
と
が
肝
要
だ
と
い
う
思
い
か
ら
、

東
都
歌
垣
の
資
料
に
限
定
し
て
作
品
を

選
定
し
、
翻
刻
を
進
め
て
行
っ
た
の
だ

が
、
と
り
分
け
て
急
い
だ
の
は
中
期
歌

壇
の
基
本
資
料
、
石
野
広
通
撰
「
霞
関

集
」
（
再
撰
本
、
寛
政
十
一
年
刊
）
で

あ
っ
た
（
古
典
文
庫
に
入
れ
て
い
た
だ

い
た
）
。
こ
の
作
業
の
過
程
で
、
「
広
通

の
子
孫
の
方
が
い
ま
す
よ
」
と
森
銑
三

氏
に
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
政
雄

氏
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
広
通
直
系
で

は
な
い
が
子
孫
に
当
る
）
。
何
度
か
の

書
簡
の
往
復
で
、
常
に
具
体
的
な
資
料

提
示
と
共
に
懇
切
な
示
教
を
し
て
下
さ

っ
た
。
例
え
ば
、
当
時
、
唯
一
の
伝
本

と
し
て
確
認
さ
れ
な
が
ら
戦
災
時
の
水
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損
で
利
用
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
、
慶

応
本
の
伊
藤
松
軒
家
集
の
序
を
、
戦
前

に
臨
写
し
て
お
い
た
も
の
か
ら
転
写
、

今
の
コ
ピ
ー
で
は
な
く
、
筆
写
し
て
提

供
し
て
下
さ
っ
た
。
三
本
の
伝
本
が
発

見
さ
れ
た
現
在
で
は
無
用
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
ほ
ん
の
少
し
の
手
が
か
り

で
も
ほ
し
い
そ
の
時
の
段
階
で
は
、
慶

応
本
閲
覧
不
能
の
落
胆
の
後
だ
っ
た
だ

け
に
、
ま
こ
と
に
有
難
か
っ
た
と
い
う

記
憶
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
直
接
お
話

を
う
か
が
い
た
い
と
希
望
し
た
と
こ
ろ
、

老
齢
と
病
身
を
理
由
に
面
晤
の
機
会
は

与
え
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
。
そ
の
後

も
、
知
る
と
こ
ろ
を
示
す
に
惜
し
む
と

こ
ろ
の
毫
も
無
か
っ
た
方
だ
け
に
、
そ

の
凛
と
し
た
姿
勢
は
、
商
家
育
ち
で
、

む
し
ろ
無
理
に
も
人
に
接
す
る
こ
と
を

美
徳
と
し
て
き
た
身
に
は
背
筋
を
正
さ

れ
る
思
い
が
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
直

接
記
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
文

面
の
端
々
や
、
今
回
の
蔵
書
の
収
集
傾

向
や
複
写
資
料
な
ど
か
ら
推
察
す
る
と
、

氏
は
広
通
の
全
集
の
作
成
、
全
著
作
解
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題
を
含
む
広
通
の
文
事
の
総
合
的
な
研

究
を
目
指
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
有
能
な
中
堅
幕
臣
で
あ

っ
た
広
通
が
歴
任
し
た
ポ
ス
ト
毎
に
整

理
し
た
行
政
資
料
、
『
佐
渡
事
略
」
「
上

水
記
」
『
憲
法
部
類
」
な
ど
は
解
題
を

付
す
だ
け
で
も
大
変
だ
し
、
『
蹄
溪
随

筆
」
「
大
沢
文
稿
」
「
霞
関
集
」
な
ど
の

文
事
の
著
作
も
一
つ
だ
け
で
も
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
。
孤
独
で
困
難
な
仕
事

を
進
め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

こ
へ
は
る
か
後
進
の
聞
入
者
が
あ
っ
た

わ
け
で
あ
る
か
ら
、
一
方
で
解
明
が
進

む
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ら
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
Ｉ
ｌ
東
北
大
学
図
書
館
狩
野

の
り

文
庫
に
広
通
の
孫
の
広
礼
の
「
閑
斎
随

筆
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
広
通
の
全
著
作

目
録
が
載
っ
て
い
る
。
極
め
て
精
度
の

高
い
一
級
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
を
報
せ

た
時
の
喜
び
は
一
通
り
で
は
な
か
っ
た

’
も
の
の
、
御
自
身
で
調
査
を
充
分

に
進
め
ら
れ
ぬ
老
い
の
身
の
も
ど
か
し

さ
を
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

昨
秋
、
文
献
資
料
部
の
海
外
調
査
の

途
次
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
エ
ヴ
ァ
・
ク
ラ

フ
ト
女
史
に
逢
う
機
会
が
あ
っ
た
。
引

退
し
て
、
も
う
め
っ
た
に
は
人
に
逢
わ

な
い
と
さ
れ
て
い
た
方
だ
が
、
二
年
に

わ
た
っ
て
滞
在
中
で
同
行
の
小
高
道
子

氏
へ
の
親
愛
感
と
予
め
送
っ
て
お
い
た

我
々
の
調
査
計
画
へ
の
期
待
感
か
ら
、

用
意
し
た
夕
食
の
席
ま
で
来
ら
れ
、
翌

朝
は
我
々
が
仕
事
を
し
て
い
る
州
立
図

書
館
ま
で
、
杖
を
引
な
が
ら
資
料
を
届

け
て
下
さ
っ
た
。
ク
ラ
フ
ト
女
史
は
旧

西
ド
イ
ツ
国
内
の
全
て
の
和
本
の
解
題

目
録
の
完
成
を
目
ざ
し
て
、
五
冊
を
刊

行
し
て
ほ
ぼ
そ
の
目
的
を
達
せ
ら
れ
た

方
で
あ
る
。
一
点
一
点
に
記
さ
れ
た
書

誌
解
説
は
簡
潔
に
し
て
要
を
得
た
も
の

で
、
昨
年
、
か
な
り
の
数
の
書
目
を
参

照
の
結
果
、
極
め
て
精
度
の
高
い
解
題

で
あ
る
こ
と
を
確
認
、
敬
服
し
た
次
第

で
あ
っ
た
。
な
お
、
若
干
の
調
査
洩
れ

の
文
庫
や
、
新
出
本
の
残
る
こ
と
を
知

り
、
当
館
で
調
査
の
上
、
解
題
を
作
成

し
て
ク
ラ
フ
ト
目
録
の
補
遺
と
し
た
い

旨
を
伝
え
、
快
諾
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ク
ラ
フ
ト
氏
の
日
本
語
は
見
事
に
歯
切

れ
の
い
い
、
東
京
下
町
の
シ
ャ
ツ
キ
リ

し
た
口
調
で
あ
る
。
神
田
育
ち
の
私
に

は
久
し
ぶ
り
に
な
つ
か
し
い
響
を
耳
に

し
た
思
い
で
あ
っ
た
。
無
論
、
感
銘
を

受
け
た
の
は
仕
事
の
完
成
に
向
け
た
強

い
思
い
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
時
期
が
重

な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
印
象
が

一
層
、
石
野
氏
の
果
せ
な
か
っ
た
思
い

を
推
察
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
本
稿
執
筆
中

へ、

蔵
瞥
中
の
注
目
す
べ
き
書
目
二
、
三

に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
石
野
広
通
が

師
冷
泉
為
村
の
詠
作
を
整
理
編
纂
し
、

序
を
附
し
た
「
冷
泉
為
村
卿
詠
作
類
聚
」

は
国
書
総
目
録
に
は
書
名
を
掲
げ
る
の

み
だ
が
、
こ
れ
は
広
通
筆
本
で
あ
る
。

た
だ
し
、
四
冊
を
欠
き
一
七
冊
現
存
。

「
亨
斎
和
歌
集
」
は
習
古
庵
亨
弁
の
家

集
。
八
戸
南
部
家
本
し
か
伝
本
の
な
か

っ
た
も
の
で
成
立
期
に
近
い
精
写
本
。

長
谷
川
安
卿
の
歌
文
集
「
夏
野
の
草
」
、

江
戸
冷
泉
門
の
詠
草
「
御
褒
詞
和
歌
」

「
安
永
三
年
慈
鎮
五
百
五
十
回
忌
追
福

百
首
」
『
詠
源
氏
物
語
」
な
ど
も
伝
本

の
少
い
堂
上
派
武
家
の
歌
書
。
「
芝
君

和
歌
集
」
（
芝
山
持
豊
）
も
珍
し
い
。

撰
集
の
「
ま
さ
き
の
か
つ
ら
」
『
和
歌

渚
の
松
」
、
伝
本
が
少
い
わ
け
で
は
な

い
が
「
三
条
実
澄
卿
和
歌
聞
瞥
」
「
（
中

院
）
通
茂
公
口
伝
幸
隆
聞
書
」
「
義
正

に
広
通
の
基
本
資
料
が
二
点
、
別
の
と

こ
ろ
か
ら
架
蔵
に
入
っ
た
。
自
筆
の
家

集
（
連
歌
集
）
と
初
撰
本
霞
関
集
（
完
本
）

と
で
あ
る
。
前
者
は
全
く
の
新
出
の
孤

本
。
後
者
は
従
来
、
孤
本
の
た
め
に
欠

脱
や
錯
簡
に
よ
る
本
文
の
混
乱
に
手
を

つ
け
か
ね
て
い
た
慶
応
本
を
補
訂
で
き

る
善
写
本
で
あ
る
。
石
野
氏
の
思
い
が

も
た
ら
し
て
く
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

戸､
一一

聞
書
（
冷
泉
）
宗
匠
家
教
職
」
『
烏
丸

口
伝
」
『
野
江
問
答
（
六
百
番
歌
合
判

詞
）
」
等
の
公
家
口
伝
聞
書
類
が
ま
と

ま
っ
て
在
り
、
「
詠
歌
大
概
講
義
」
「
詠

歌
大
概
後
水
尾
院
勅
講
抄
」
、
一
般
的

な
も
の
で
は
『
堀
川
百
首
」
の
写
本
、

石
野
広
通
の
識
語
・
書
入
の
入
っ
た

「
作
者
部
類
』
写
三
冊
な
ど
が
眼
に
つ

い
た
。
精
査
し
な
い
と
正
体
が
判
明
し

な
い
番
目
も
あ
り
、
今
後
に
期
待
す
る

も
の
が
大
き
い
。

今
回
の
寄
贈
は
政
雄
氏
の
御
逝
族
広

樹
氏
の
御
好
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

父
の
遺
志
を
生
か
し
た
い
と
い
う
以
外

に
余
言
の
な
い
簡
潔
な
お
話
に
は
幕
臣

の
清
廉
な
家
風
の
遺
響
を
聞
き
と
っ
て

感
じ
入
っ
た
次
第
で
あ
っ
た
。

（
企
画
調
整
官
）
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第
１
回シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
国
文
学

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
長
中
村
康
夫

平
成
７
年
ｎ
月
６
日
、
午
前
と
午
後
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

を
通
し
て
第
１
回
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
鈴
木
卓
治

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
国
文
学
」
を
開
催
し
た
。
５
．
日
本
史
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構

出
席
者
は
約
一
○
○
名
と
な
っ
た
。
築

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
昨
年
度
に
は
日
本
女
子
大
学
永
村
眞

「
第
６
回
国
文
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
６
．
記
録
類
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
「
第
４
回
国
文
学
デ
ー
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

タ
ベ
ー
ス
研
究
集
会
」
に
分
か
れ
て
行
照
井
武
彦

わ
れ
て
い
た
も
の
を
、
発
展
的
に
統
合
〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

し
、
よ
り
総
合
的
な
取
り
組
み
を
目
指
国
文
学
研
究
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

し
た
も
の
で
あ
る
。
大
阪
明
浄
女
子
短
期
大
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
講
演
六
題
と
シ
ン
ポ
伊
藤
鉄
也

ジ
ゥ
ム
で
、
以
下
の
通
り
。
情
報
処
理
室
原
正
一
郎

【
講
演
】
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
多
様
な
テ

ー
．
万
葉
集
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
Ｉ
マ
を
い
か
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
取
り

徳
島
大
学
中
川
博
夫
上
げ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

２
．
国
文
学
共
同
研
究
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ま
た
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
相
変
わ
ら
ず

ス
ー
『
冥
報
記
』
の
場
合
ｌ

研
究
者
一
般
の
も
の
に
な
っ
て
い
な
い

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
相
田
満
と
い
う
現
状
も
あ
る
。
そ
の
多
様
性
を
、

３
．
和
歌
研
究
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
好
日
程
・
場
所
・
設
備
等
、
物
理
的
な
条

忠
集
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
件
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
受
け
止
め
て
い

○
〆
司
○
両
。
ご
旨
く
向
”
望
弓
尽
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

で
雪
Ｆ
弓
函
諺
詞
四
用
何
か
に
つ
け
、
ご
助
言
を
賜
れ
ば
幸

４
．
歴
博
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
い
で
あ
る
。

の
現
状

一

長
野
県
は
古
く
か
ら
教
育
県
と
し
て

全
国
に
そ
の
名
を
轟
か
せ
て
い
る
が
、

そ
の
名
に
違
わ
ず
、
こ
の
県
立
の
小
さ

な
短
期
大
学
の
図
書
館
に
も
相
当
数
の

和
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き

を
禁
じ
え
な
い
。
従
来
、
研
究
者
の
間

で
は
あ
ま
り
名
の
知
ら
れ
な
い
存
在
で

あ
っ
た
よ
う
で
、
例
え
ば
同
館
所
蔵
の

青
表
紙
本
『
源
氏
物
語
」
（
寛
文
こ
ろ
写
）

な
ど
も
、
ま
だ
一
度
も
研
究
者
が
見
に

訪
れ
た
こ
と
は
な
い
と
云
わ
れ
て
い
る
。

同
館
の
蔵
書
は
漢
籍
を
省
く
と
、
和

書
が
約
三
○
○
点
。
そ
れ
ら
の
内
容
は
、

前
身
の
長
野
県
女
子
専
門
学
校
時
代
に

国
文
科
が
あ
っ
た
た
め
に
、
多
岐
に
わ

た
る
国
語
国
文
学
関
係
書
が
集
め
ら
れ

て
お
り
、
特
に
女
子
教
育
関
係
書
に
つ

い
て
は
、
女
専
時
代
に
教
鞭
を
と
ら
れ

た
故
布
村
安
弘
教
授
が
昭
和
十
年
五
月

に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
が
そ
の
根
幹
を
な

し
て
い
る
。

二
、
三
書
目
を
あ
げ
る
と
、
『
源
氏

物
語
』
（
寛
文
こ
ろ
写
）
五
十
四
帖
、

「
修
紫
田
舎
源
氏
」
三
十
八
編
十
三
冊
、

「
里
見
八
犬
伝
」
百
六
冊
、
「
新
華
摘
」

一
巻
一
冊
、
『
お
ら
が
春
」
一
巻
一
冊
、

文
庫
紹
介
⑳

長
野
県
短
期
大
学
付
属
図
書
館

/一

『
女
訓
抄
」
（
寛
永
十
九
年
刊
）
三
巻

三
冊
、
「
女
鏡
秘
伝
書
」
三
巻
三
冊
な
ど
、

名
の
通
っ
た
代
表
的
作
品
を
多
く
集
め

て
い
る
。

国
文
学
研
究
資
料
館
で
は
、
同
短
期

大
学
太
刀
川
清
教
授
の
御
協
力
を
得
て
、

平
成
五
年
度
よ
り
調
査
を
進
め
、
既
に

二
五
○
点
の
調
査
カ
ー
ド
と
二
四
○
点

の
フ
ィ
ル
ム
収
集
を
行
い
、
な
お
継
続

中
で
あ
る
。

同
蔵
書
に
関
わ
る
参
考
文
献
と
し
て

は
「
長
野
県
短
期
大
学
紀
要
」
第
娼
号

と
⑬
号
に
、
太
刀
川
清
氏
編
の
「
長
野

県
短
期
大
学
付
属
図
書
館
蔵
和
書
解

題
」
㈲
女
子
教
育
書
の
部
、
口
国
文
学

関
係
書
の
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

参
考
に
さ
れ
た
い
。

な
お
問
合
せ
は
、
〒
鋤
長
野
市
三
輪

八
’
四
九
－
七
、
長
野
県
短
期
大
学
付

属
図
書
館

電
話
○
二
六
一
’
三
四
’
一
二
二
一

（
文
献
資
料
部
岡
雅
彦
）
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豊
後
国
東
部
に
あ
っ
た
臼
杵
藩
（
表
高
五

万
六
十
五
石
、
現
在
大
分
県
臼
杵
市
）
の
藩

主
稲
葉
侯
に
代
々
仕
え
た
儒
者
・
吉
田
家
の

詩
文
と
役
務
記
録
。
吉
田
家
の
五
代
に
わ
た

る
資
料
で
、
そ
の
大
半
は
、
一
家
の
学
問
の

礎
を
築
い
た
正
敦
（
号
臥
龍
軒
、
享
保
十
年

〈
一
七
二
五
〉
没
、
七
十
七
歳
）
の
文
芸
に

か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
臥
龍
軒
は
、
貞
享

年
間
の
終
わ
り
か
ら
留
守
居
役
を
命
ぜ
ら
れ

洛
南
に
あ
っ
た
が
、
在
任
中
に
福
建
の
人
、

日
本
の
黄
檗
山
第
五
代
に
あ
た
る
高
泉
性
激

に
参
禅
し
、
詩
文
の
指
導
を
受
け
た
。
ま
た

伏
見
か
ら
京
都
に
入
り
、
伊
藤
仁
斎
の
門
を

叩
き
、
古
義
堂
の
人
々
と
も
深
く
交
流
し
た
。

臥
龍
軒
の
息
子
は
正
賢
（
明
和
七
〈
一
七
七

○
〉
没
、
七
十
四
歳
）
と
い
い
、
父
の
学
芸

を
受
け
継
ぐ
か
た
わ
ら
、
祖
採
派
の
経
学
を

も
修
め
、
藩
儒
荘
田
子
謙
と
と
も
に
祖
徐
学

を
豊
後
に
も
た
ら
し
た
一
人
と
し
て
知
ら
れ

る
。
以
来
、
幕
末
の
正
由
の
代
に
至
る
ま
で

の
、
吉
田
家
と
そ
の
ゆ
か
り
の
深
い
儒
家
釈

門
た
ち
に
よ
る
詩
文
応
酬
や
、
吉
田
家
由
来

あ
き
み
ち

書
、
幕
末
期
の
藩
主
観
通
公
（
在
任
弘
化
元

年
〈
一
八
四
四
〉
１
文
久
二
年
〈
一
八
六
二
〉

を
め
ぐ
る
書
状
等
を
所
収
す
る
。
と
く
に
興

味
深
い
の
は
、
高
泉
な
ど
、
明
末
清
初
の
生

き
証
人
だ
っ
た
僧
侶
た
ち
が
添
削
の
華
を
揮

ｌ
新
収
資
料
紹
介
⑪

臼
杵
藩
吉
田
家
歴
代
詩
文
江
戸
期
写
三
士
巻

う
前
半
十
巻
の
詠
草
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
と
の

問
答
の
中
に
、
近
世
初
期
に
漢
詩
文
が
い
か

に
学
習
き
れ
、
そ
し
て
立
志
の
文
芸
と
し
て

ど
う
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
か
も
瞥
見
き
れ
よ

う
。
三
十
一
巻
現
存
（
四
巻
欠
か
）
、
各
代

そ
れ
ぞ
れ
の
自
筆
か
ら
成
り
、
し
か
し
巻
子

に
纏
め
ら
れ
た
の
は
近
代
期
に
入
っ
て
後
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内
の
、
文
芸
に
か
か

わ
る
十
八
巻
の
外
題
と
内
容
を
簡
略
に
紹
介

す
る
と
次
の
通
で
あ
る
。
（
漢
数
字
は
題
策

巻
数
に
よ
る
）

１
歴
代
詩
文
一
外
題
註
（
以
下
「
註
」
）

「
高
泉
批
点
臥
龍
軒
」
。
吉
田
臥

飽
軒
撰
「
法
要
問
答
」
。
黄
檗
高
泉

性
激
批
の
臥
龍
軒
詩
文
及
び
宝
永
・

正
徳
・
享
保
間
の
詩
文
歌
稿
。

２
歴
代
詩
文
二
註
「
追
悼
詩
臥
龍

軒
」
。
息
正
賢
ら
に
よ
っ
て
綴
ら
れ

た
臥
龍
軒
の
追
悼
詩
文
と
、
元
禄
四

年
高
泉
批
等
の
臥
龍
軒
文
稿
。

３
歴
代
詩
文
三
註
「
六
将
画
口
臥
龍

□
」
。
貞
享
五
年
高
泉
批
点
「
六
将

画
賛
並
序
」
。

４
歴
代
詩
文
四
註
「
高
泉
批
点
臥

龍
軒
」
。
元
禄
二
年
上
方
在
任
中
の

詩
稿
に
高
泉
批
点
。

５
歴
代
詩
文
五
註
「
臥
随
軒
絶
華
有

へ

之
」
。
上
方
旅
中
吟
、
元
禄
四
年
Ｉ

享
保
中
の
詩
稿
。

６
歴
代
詩
文
六
註
「
南
源
批
点
臥

龍
軒
」
。
詩
稿
に
黄
檗
南
源
性
派
批
点
。

７
歴
代
詩
文
七
註
「
独
帆
批
点
臥

ど
つ
く

龍
軒
」
。
上
方
旅
中
吟
に
黄
檗
独
肌

し
よ
う
し

性
獅
批
点
。

８
歴
代
詩
文
八
註
「
高
泉
与
独
湛
消

ど
く
た
ん
け
い

息
臥
龍
軒
写
」
。
黄
檗
独
湛
性
螢

宛
高
泉
尺
積
一
通
を
臥
龍
軒
が
筆
写
。

９
歴
代
詩
文
九
註
「
生
死
問
答
臥

随
軒
」
。
貞
享
・
元
禄
期
間
の
詩
文

稿
に
高
泉
批
点
。

、
歴
代
詩
文
十
註
「
古
詩
蘇
黄
問
答

臥
龍
軒
」
。
臥
龍
軒
と
高
泉
の
詩
話

問
答
。

ｕ
歴
代
詩
文
十
四
註
「
栄
賢
」
。
吉

田
新
蔵
（
号
正
賢
）
の
尺
版
草
稿
・

詩
稿
。

血
歴
代
詩
文
十
五
註
「
玉
井
重
悠
」
。

玉
井
重
悠
の
詩
文
稿
と
書
簡
。

週
歴
代
詩
文
十
六
註
「
正
村
日
記
上

使
一
件
」
。
正
賢
の
息
吉
田
三
郎
兵

衛
正
村
箪
日
記
・
口
達
番
・
触
書
控
。

皿
歴
代
詩
文
十
七
註
「
正
村
勤
任
録

手
控
」
。
郡
奉
行
時
代
の
役
務
に
関

す
る
書
留
。

戸､
、－.一・

喝
歴
代
詩
文
十
八
註
「
正
喜
」
。
寛

政
期
を
含
め
る
吉
田
正
喜
の
詩
・
歌

稿
。

妬
歴
代
詩
文
二
十
註
「
正
由
」
。
吉

田
正
由
（
号
東
州
）
が
在
府
中
の
詩

稿
に
、
武
藤
虎
峰
な
ど
幕
末
の
臼
杵

藩
儒
ら
の
来
簡
・
留
別
詩
等
。

Ⅳ
歴
代
詩
文
二
十
一
（
割
註
な
し
）
。

正
由
往
復
書
簡
。

超
書
簡
註
「
歴
代
詩
文
二
十
一
附
属
」
。

田
原
長
太
夫
・
白
石
照
山
等
臼
杵
藩

士
か
ら
の
来
簡
。

（
整
理
閲
覧
部
ロ
バ
ー
ト
キ
ャ
ン
ベ
ル
）

縛叔堂鯛込、凡良え
且垂鏑心柱蕊来襲麺

漂鯉報当緤蠅告静零

〆溌蕊慨篭
窒

ム伺系坐蝕尋
朴北派骨 看鉱又
も
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長
秋
詠
藻
写
本
袋
綴
一
冊

藤
原
俊
成
の
家
集
の
一
つ
。
右
大
臣

家
百
首
や
長
歌
を
載
せ
る
の
で
、
四
類

に
分
け
ら
れ
る
う
ち
の
三
類
本
の
本
文

と
分
か
る
。
嘉
吉
三
年
の
柿
本
庸
材
（
兼

良
）
の
本
奥
書
の
外
に
、
康
正
元
年
の

転
写
奥
書
を
も
有
し
、
書
承
の
経
路
を

窺
わ
せ
る
。
扉
に
「
松
田
蔵
」
の
蔵
書

印
を
押
す
。
斐
楮
交
漉
料
紙
。

景
徳
伝
燈
録
版
三
十
巻
一
二
冊

香
色
表
紙
。
寸
法
、
二
七
・
六
×
二

○
・
三
糎
。
寛
永
十
七
年
、
二
条
通
鶴

屋
町
、
田
原
仁
左
衛
門
刊
。
美
本
な
り
。

元
亨
釈
書
版
三
十
巻
十
五
冊

丹
表
紙
。
寸
法
、
二
九
・
○
×
二
○

・
六
糎
・
寛
永
元
年
、
洛
下
小
嶋
家
富

賊
。
題
叢
す
べ
て
存
。
美
本
な
り
。

顕
註
密
勘
刊
本
八
冊

顕
昭
の
古
今
秘
注
抄
に
定
家
が
説
を

付
加
し
た
古
今
和
歌
集
の
注
釈
書
。
明

暦
三
年
刊
。
版
元
は
洛
陽
今
出
川
和
泉

撒
林
時
元
。
本
文
は
、
所
謂
、
慶
融
筆

写
本
系
統
本
に
分
類
さ
れ
る
。
版
本
は

元
禄
十
五
年
版
本
も
知
ら
れ
る
が
、
本

新
収
和
古
書
抄
ｌ
平
成
七
年
Ｉ

近
代
百
も
の
が
た
り
版
本
五
冊

仮
名
草
子
。
怪
異
認
六
八
話
を
収
め

る
。
延
宝
五
年
西
村
九
郎
右
衛
門
刊
『
御

伽
物
語
』
の
再
版
で
、
元
禄
十
三
年
平

野
屋
吉
兵
衛
版
。
内
題
・
柱
は
「
宿
直

草
」
で
『
御
伽
物
語
』
と
同
じ
。
初
版

の
外
題
が
「
宿
直
草
」
で
あ
っ
た
か
は
、

問
題
を
残
す
。
本
書
は
巻
三
に
皿
丁
半

の
落
丁
が
あ
る
。
「
福
田
文
庫
」
の
蔵

書
印
あ
り
。

文
は
同
系
統
と
さ
れ
る
。

飛
鳥
山
十
二
景
和
歌
刊
一
冊

元
文
六
年
二
月
、
江
戸
大
和
屋
孫
兵

衛
、
花
房
屋
平
三
郎
に
よ
る
初
刊
本
。

伊
達
家
旧
蔵
（
「
伊
達
伯
観
淵
閣
図
書

印
」
）
、
版
面
精
良
の
美
本
で
あ
る
が
、

題
簑
を
欠
く
。
芥
川
寸
草
の
発
企
に
よ

り
、
成
島
信
遍
を
は
じ
め
徳
川
吉
宗
側

近
の
歌
人
の
詠
と
狩
野
良
信
の
画
を
収

め
る
。
初
刊
本
は
伝
来
稀
れ
。

香
川
黄
中
書
状
写
一
巻

掲
出
書
は
、
香
川
黄
中
の
書
簡
二
十

通
ほ
か
詠
草
若
干
を
巻
子
に
仕
立
て
た

も
の
。
宛
先
に
は
「
未
意
」
「
正
俊
」

一一二

江
戸
三
十
六
城
門
画
帖
横
大
本
一
冊

角
書
「
徳
川
覇
府
」
。
明
治
二
十
九

年
十
一
月
刊
。
清
水
三
次
郎
に
よ
る
江

戸
城
城
門
の
絵
を
石
版
多
色
刷
に
し
た

も
の
。
簡
単
な
解
説
を
活
字
印
刷
で
付

す
。
版
元
は
東
京
の
森
山
章
助
（
同
文

館
）
だ
が
、
刊
記
に
は
「
関
西
売
捌
所

吉
岡
書
店
」
と
あ
り
、
大
阪
で
も
売
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
松
下
」
な
ど
と
あ
り
、
署
名
は
「
梅

月
」
「
黄
中
」
「
残
水
」
な
ど
。
内
容
は

詠
歌
を
中
心
と
す
る
雅
事
。
巻
首
に
、

明
治
三
十
五
年
の
「
ふ
じ
の
や
あ
る
じ
」

の
識
語
。
香
川
景
樹
の
義
父
黄
中
の
伝

記
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

ち
り
め
ん
本
十
一
種

縮
緬
の
よ
う
に
紙
の
表
面
に
敏
を
つ

け
て
、
活
字
と
整
版
で
本
文
と
挿
絵
を

刷
り
上
げ
た
明
治
期
輸
出
用
の
翻
訳
子

供
絵
本
で
あ
る
。
独
語
で
は
「
孝
女
白

菊
」
、
「
寺
子
屋
・
朝
顔
畳
英
語
で
は
「
桃

太
郎
」
な
ど
「
日
本
昔
噺
」
シ
リ
ー
ズ

か
ら
。
東
京
弘
文
社
・
長
谷
川
武
次
郎

版
。

＝

国
文
学
研
究
資
料
館
冬
景
色

－ 5－
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運
営
協
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
二
回
運
営
協
議
員
会
が
平

成
七
年
十
二
月
十
三
日
（
水
）
に
開
催

さ
れ
、
議
事
は
、
教
官
人
事
、
管
理
運

営
の
概
況
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

本
年
度
第
三
回
運
営
協
議
員
会
が
平

委
員
会
日
誌

平
成
７
年

ｎ
月
２
日
国
文
学
文
献
資
料
調
査

員
九
州
地
区
会
議

ｎ
月
９
日
国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
二
回
）

ｎ
月
Ⅳ
日
国
文
学
文
献
資
料
調
査

員
近
畿
地
区
会
議

吃
月
晦
日
共
同
研
究
委
員
会
（
第

二
回
）

廻
月
即
日
外
部
評
価
委
員
会

吃
月
妬
日
国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
三
回
）

平
成
８
年

１
月
釦
日
共
同
研
究
委
員
会
（
第

三
回
）

２
月
型
日
国
文
学
文
献
資
料
収
集

計
画
委
員
会
（
第
二
回
）

２
月
犯
日
古
典
籍
総
合
目
録
委
員

今
云

２
月
”
日
情
報
シ
ス
テ
ム
委
員
会

彙
報

青
木
睦

渡
航
先

目
的

外
国
出
張

松
野
陽
一

新
藤
協
三

山
崎
誠

鈴
木
淳

渡
航
先

目
的

評
融
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
二
回
評
議
員
会
が
平
成
八

年
三
月
五
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
、
議

事
は
、
管
理
運
営
の
概
況
、
平
成
８
年

度
予
算
内
示
及
び
平
成
８
年
度
事
業
計

画
に
つ
い
て
評
議
が
行
わ
れ
た
。

成
八
年
二
月
十
九
日
（
月
）
に
開
催
さ

れ
、
議
事
は
、
教
官
人
事
、
管
理
運
営

の
概
況
、
平
成
８
年
度
予
算
内
示
及
び

平
成
８
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議

が
行
わ
れ
た
。

/へ 期
間

連
合
王
国

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
歴

史
的
史
料
の
紙
質
研
究

及
び
保
存
・
修
復
の
現

状
に
関
す
る
調
査
研
究

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に

流
出
し
た
日
本
文
学
資

料
の
調
査
研
究

平
成
７
年
９
月
別
日
ｌ

平
成
７
年
、
月
６
日

期
間
平
成
７
年
９
月
認
日
Ｉ

平
成
７
年
加
月
８
日

松
村
雄
二

中
村
康
夫

原
正
一
郎

渡
航
先
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
、

連
合
王
国

目
的
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
利
用
に
関
す

る
研
究

期
間
平
成
７
年
叩
月
羽
日
ｌ

平
成
７
年
ｎ
月
５
日

中
村
康
夫

渡
航
先
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

目
的
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
利
用
に
関
す

る
研
究
他

期
間
平
成
７
年
、
月
釦
日
Ｉ

平
成
７
年
ｎ
月
”
日

安
藤
正
人

渡
航
先
連
合
王
国

目
的
在
英
日
本
史
料
の
所
在

と
現
状
に
関
す
る
調
査

期
間
平
成
７
年
ｎ
月
妬
日
ｌ

平
成
７
年
吃
月
ｎ
日

森
安
彦

渡
航
先
連
合
王
国

目
的
在
英
日
本
史
料
の
所
在

（
）

と
現
状
に
関
す
る
調
査

期
間
平
成
７
年
哩
月
２
日
Ｉ

平
成
７
年
哩
月
蛆
日

佐
竹
昭
廣

松
野
陽
一

森
澤
良
水

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス

目
的
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ

ラ
ン
ス
日
本
学
高
等
研

究
所
と
の
学
術
交
流
に

関
す
る
覚
書
の
締
結
他

期
間
平
成
８
年
２
月
３
日
ｌ

平
成
８
年
２
月
吃
日

高
木
俊
輔

丑
木
幸
男

山
田
哲
好

安
藤
正
人

渡
航
先
連
合
王
国

目
的
在
英
日
本
史
料
の
所
在

と
現
状
に
関
す
る
調
査

期
間
平
成
８
年
２
月
４
日
ｌ

平
成
８
年
２
月
肥
日

松
村
雄
二

武
井
協
三

原
正
一
郎

佐
々
木
孝
浩

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
利
用
に
関
す

－ 6－
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第
十
九
回
の
国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
は
平
成
七
年
十
一
月
九
日
、
十
日
に

開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
二
六
人
、

そ
の
内
、
外
国
か
ら
の
参
加
者
と
国
内

に
在
住
の
外
国
人
の
参
加
者
は
計
三
九

人
で
あ
っ
た
。

今
回
は
二
日
目
に
瞥
女
唄
を
、
伝
承

者
竹
下
玲
子
氏
に
お
願
い
し
て
、
実
演

し
て
も
ら
っ
た
。
ふ
だ
ん
接
す
る
機
会

の
少
な
い
芸
能
で
あ
る
だ
け
に
好
評
を

博
し
、
と
く
に
瞥
女
唄
を
は
じ
め
て
聞

く
外
国
人
研
究
者
や
若
い
研
究
者
か
ら

評
価
を
受
け
、
今
後
も
こ
う
い
っ
た
企

画
を
継
続
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
多

く
聞
か
れ
た
。

現
在
の
国
文
学
研
究
資
料
館
で
、
古

典
芸
能
の
実
演
を
行
う
に
は
、
設
備
や

予
算
に
限
界
が
あ
る
が
、
今
後
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で

あ
ろ
う
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
が
、
二
日
目
は
研
究
発
表
、
講

演
と
も
に
、
芸
能
の
小
特
集
と
も
い
う

べ
き
テ
ー
マ
が
そ
ろ
っ
た
こ
と
も
特
記

し
て
お
き
た
い
。

第
旧
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
報
告
タ

情
報
資
料
室

第
一
日
目
（
ｎ
月
９
日
）

【
研
究
発
表
】

①
安
居
院
流
唱
導
に
お
け
る
国
文
学
と

美
術
史
の
連
絡
ｌ
普
賢
菩
薩
・
十
羅

刹
女
像
を
中
心
と
し
て
ｌ
ミ
カ
エ

ル
・
ジ
ャ
メ
ン
ッ
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
大
学
院
）

②
『
今
昔
物
語
集
」
櫛
想
に
対
す
る
一

試
論
’
三
国
構
想
に
お
け
る
三
韓
関

係
説
話
の
捉
え
方
を
中
心
に
ｌ
李

瑛
雅
（
神
戸
大
学
大
学
院
）

③
文
学
と
演
劇
の
「
引
用
」
の
差
異
に

つ
い
て
ｌ
本
歌
取
り
・
本
説
・
素
材

を
め
ぐ
る
一
考
察
Ｉ
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン

ト
ゥ
ー
ラ
・
ル
ペ
ル
テ
ィ
（
ヴ
ェ
ネ

ッ
ィ
ア
大
学
研
究
員
）

④
新
ロ
マ
ン
主
義
の
再
検
討
ｌ
明
治
二

八
年
ｌ
大
正
五
年
を
中
心
と
し
て
Ｉ

米
山
禎
一
（
台
湾
大
学
副
教
授
）

⑤
福
永
武
彦
「
秋
の
嘆
き
」
論
王
成

（
立
教
大
学
大
学
院
）

⑥
阿
部
公
房
の
小
説
に
お
け
る
〈
変
身
〉

の
モ
チ
ー
フ
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
初
期
作

品
を
中
心
と
し
て
Ｉ
李
貞
煕
（
筑

波
大
学
大
学
院
）

II
i

第
二
日
目
（
ｎ
月
加
日
）

【
研
究
発
表
】

⑦
「
浄
瑠
璃
」
と
「
パ
ン
ソ
リ
」
作
品

の
感
情
を
模
写
し
た
擬
音
語
・
擬
態

語
ｌ
人
物
の
泣
く
さ
ま
を
中
心
に
ｌ

愈
三
善
（
実
践
女
子
大
学
大
学
院
）

⑧
古
浄
瑠
璃
「
し
の
だ
づ
ま
」
の
新
趣

向
加
賀
佳
子
（
早
稲
田
大
学
大
学

院
研
修
生
）

⑨
地
方
諸
藩
に
見
る
能
役
者
の
活
動
ｌ

萩
藩
・
岩
国
藩
の
江
戸
初
期
演
能
記

録
を
中
心
に
Ｉ
樹
下
文
隆
（
国
文

学
研
究
資
料
館
助
教
授
）

【
口
演
】

瞥
女
唄
「
葛
の
葉
子
別
れ
」
竹
下
玲
子

【
講
演
】

①
上
方
役
者
絵
の
特
色
ｌ
ひ
い
き
と
の

か
か
わ
り
Ｉ
松
平
進
（
甲
南
女
子

大
学
教
授
）

②
享
保
期
の
近
松
時
代
物
ア
ン
ド
リ

ュ
ー
・
ガ
ー
ス
ト
ル
（
ロ
ン
ド
ン
大

学
教
授
・
国
文
学
研
究
資
料
館
客
員

教
授
）

な
お
、
本
年
の
国
際
日
本
文
学
研
究

集
会
は
、
十
一
月
七
日
、
八
日
に
開
催

の
予
定
で
あ
る
。
発
表
希
望
や
お
問
い

合
わ
せ
は
、
当
館
情
報
資
料
室
ま
で
。

’

一
蚕
α
塩
α
料
ｆ
Ｅ
－
訂
ｌ
上
村
蚕
溜
ヱ

ヨ
ー
ロ
ノ
パ

者
・
明
治
初
年
の
欧
羅
巴
体
験
ｌ
」

壮
木
幸
男
著

宣
休
ぱ
な
し
ｌ
と
ん
ち
小
僧
の
来
屋

’
一
岡
佳
彦
譽

逼弓料
’百籍

産
〃
エ
⑱
北
川
」
ノ
ア

新
井
榮
蔵
著

‐
赦
集
ｌ
勅
撰
和

へ
か
Ｉ
」
松
野
陽

凹
文
書
が
語
る
肝 巧

川剛
王

一
を
函

銘
こ

､2？‐U瞳

－ 8－
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聖
や
‐
・
餌

一
◆
所
蔵
目
録
刊
行
の
ご
案
内
湖
東
京
都
立
中
央
図
書
館
（
東
京
録
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
館
長
が
適
当
と
認
め
る
者
一

一
「
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
」
、
『
和
古
書
誌
料
）
『
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
和
古
書
目
閲
覧
時
間

一
目
録
」
、
「
逐
次
刊
行
物
目
録
」
の
最
新
加
加
賀
市
立
図
書
館
（
聖
藩
文
庫
）
録
一
九
七
二
－
一
九
八
六
」
、
『
同
増
加
九
時
’
十
七
時

一
版
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
醗
尊
経
閣
文
庫
４
（
一
九
八
七
）
』
「
同
増
加
５
（
一
九
資
料
請
求
受
付
時
間

一
（
一
）
『
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ

棚
柿
衛
文
庫
九
三
と
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
九
時
半
’
十
二
時
、
十
三
時
’
十
六
一

一
ク
ロ
資
料
目
録
一
九
九
五
年
」
（
第
旧
池
正
教
蔵
文
庫
（
三
）
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
逐
次
時
半

一
冊
）
測
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
（
西
宮
刊
行
物
目
録
一
九
九
六
年
」
文
献
複
写
受
付
時
間

一
収
集
し
た
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
う
ち
、
市
笹
部
桜
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
既
刊
の
一
九
九
四
年
版
（
第
肥
版
）
九
時
半
’
十
五
時
半

一
こ
の
一
年
間
に
整
理
が
終
了
し
た
二
八
鋤
＊
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
に
続
い
て
、
一
九
九
五
年
二
一
月
ま
で
休
室
日

一
所
蔵
者
（
文
庫
）
分
、
五
、
一
二
二
点
（
脇
本
文
庫
）
に
受
入
整
理
し
た
雑
誌
紀
要
類
の
累
積
日
曜
日
、
土
曜
日
、
祝
日
、
振
替
一

一
を
と
り
ま
と
め
冊
子
体
に
し
た
も
の
で
鋤
＊
鎌
田
共
済
会
図
書
館
目
録
で
、
収
録
誌
数
は
三
、
八
二
四
誌
休
日
、
毎
月
末
日
（
日
、
土
の
場
合
一

一
‐

一
す
。
収
録
所
蔵
者
名
、
文
庫
番
号
は
次
鋤
＊
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
（
佐
野
で
す
。
は
直
前
の
金
曜
日
）
、
四
月
末
’
五
一

一
の
と
お
り
で
す
。
今
回
新
た
に
収
録
さ
文
庫
）
月
上
旬
五
日
間
、
十
二
月
一
千
七
日
一

一
れ
た
八
所
蔵
者
に
は
＊
印
を
付
け
ま
し
ｌ
一
月
五
日
（
た
だ
し
、
平
成
八
年
一

獺
＊
石
川
県
立
図
書
館
（
李
花
亭
文
◆
「
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
縮
刷
版
』
の

一
た
。
庫
）
市
販
に
つ
い
て
度
は
一
月
六
日
ま
で
）
、
三
月
二
十
一

一
文
庫
伽
所
蔵
者
鋤
＊
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
五
日
’
三
月
三
十
一
日
、
そ
の
他
一

一
ｕ
京
都
大
学
文
学
部
（
頴
原
文
庫
）
測
＊
長
野
県
短
期
大
学
付
属
図
書
館
資
料
目
録
』
は
、
発
行
部
数
に
限
り
が
来
館
で
き
な
い
場
合
の
利
用
方
法
一

大
学
図
書
館
等
を
通
じ
て
申
し
込
一

一
二
一
妬
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
相
＊
石
井
庄
司
あ
り
、
一
部
の
機
関
に
し
か
配
布
で
き

一
蛤
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
縮
刷

洲
温
泉
寺
め
ば
文
献
複
写
及
び
貸
出
（
資
料
は
一

一
卵
高
岡
市
立
中
央
図
書
館
出
＊
廣
瀬
捨
三
版
を
別
途
刊
行
し
市
販
し
て
い
ま
す
。
限
定
さ
れ
ま
す
）
が
で
き
ま
す
。
ま
一

一
弱
陽
明
文
庫
第
一
八
冊
目
の
一
九
九
四
年
版
が
、
二

訓
香
川
某
家
た
、
個
人
が
郵
送
で
文
献
複
写
の
申
一

一
銘
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館

祁
矢
口
米
三
（
矢
口
丹
波
記
念
文
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
（
笠
間
書
院
刊
、
し
込
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一

一
蛇
上
田
市
立
図
書
館
（
花
月
文
庫
）
庫
）
定
価
六
、
○
○
○
円
）
詳
細
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
係
に
お
問
い
一

一
兜
上
田
市
立
図
書
館
（
花
春
文
庫
）
（
二
）
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
和
古
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
”
高
知
県
立
図
書
館
（
山
内
文
庫
）
書
目
録
増
加
６
（
一
九
九
五
）
」
◆
利
用
案
内

蝿
号
吃
頁
２
段
２
行
目
に
「
金
春
禅
竹
自
筆
一

一
鯉
大
阪
女
子
大
学
附
属
図
書
館
こ
の
目
録
に
は
、
前
回
の
『
和
古
書
利
用
資
格
伝
琶
三
種
の
紹
介
記
事
が
「
館
報
坐
号
」
一

一
節
新
城
ふ
る
さ
と
情
報
館
（
牧
野
目
録
増
加
５
（
一
九
九
三
」
刊
行
後
、
学
校
の
教
員
及
び
調
査
研
究
機
関
の
に
あ
る
と
し
ま
し
た
が
扇
号
」
の
誤
植
で
一

す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
一

文
庫
）
受
入
整
理
し
た
和
古
書
八
四
七
点
を
収
研
究
員
、
大
学
及
び
大
学
院
の
学
生
、

９
０
４
１
９
６
，
０
６
０
，
０
■
ｂ
Ｂ
０
０
ｑ
９
０
Ｉ
０
１
０
０
６
６
０
０
０
６
Ｂ
０
０
０
０
９
■
１
０
０
０
１
９
０
，
０
９
０
，
０
９
０
０
０
０
０
０
０
８
０
６
９
０
０
０
９
６
０
０
０
０
９
■
０
９
８
９
０
ｑ
０
ｆ
０
０
０
０
Ｐ
０
０
０
■
０
８
０
８
．
８
０
９
１
０
０
０
０
０
０
０
１
０
日
８
８
６
日
０
０
０
０
０
０
９
，
０
０
６
日

Ｏ
ｑ
０
０
０
０
１
Ｉ
９
ｔ
６
６
０
■
０

利
用
者
へ
の
お
知
ら
せ

０
』
■
凸
■
０
．
０
口
・
口
０
０
守
・
ｆ
０
６
０
Ｄ
Ｂ
一
■
、
０
０
０
０
．
０
Ｕ
０
０
６
６
０
凸
Ｄ
Ｂ
一
二
■
■
０
日
■
・
■
■
》
８
０
９
▲
ｒ
▲
ひ
け
０
．
．
，
』
■
０
二
口
《
■
■
０
■
・
一
■
０
８
－
０
－
８
・
ｐ
０
ｂ
昌
■
・
■
０
』
、
』
■
Ｏ
Ｂ
一
日
－
８
－
■
日
壹
竺
■
凸
■
０
凸
ｑ
▲
■
凸
ｑ
０
二
Ｄ
０
ｉ
０
Ｌ
Ｆ
・
■
凸

’
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区東4-10-28國學院大學文学部

伝承文学研究室（野村教授）内

03-5466-0224②6月1．2日

③國學院大學たまプラーザキヤン
パス

日本国語教育学会①〒112文京

区大塚3-29-1日本教育研究連合

会第3研究室内03-3941-3420@

8月2．3日③国立教育会館・

虎ノ門ホール

社団法人日本語教育学会①〒

107港区赤坂1-8-10第9興和ビ

ル内03-3584-4872～3②5月

25.26日③筑波大学

日本社会文学会①〒603京都市

北区小山上総町22大谷大学文学

部片岡研究室075-432-3131@6

月8．9日③明治大学

日本比較文学会①〒411三島市

文教町2日本大学国際関係学部

秋山正幸研究室内0559-86-5500

②6月15．16日③青山学院大学

日本文学風土学会①〒359所沢

市泉町1789秋草学園短期大学国

文科研究室0429-25-llll@6月

15．16日③専修大学

日本文芸研究会①〒98O仙台市

青葉区川内東北大学文学部国文

学研究室内022-217-5957@6月

8．9日③東北大学

日本文体論学会①〒110台東区

下谷1-5-34三修社内03-3842-

1711@6月21･22日③二松学

舎大学

日本方言研究会①〒192-03八王

子市南大沢l-l東京都立大学国

語研究室内日本方言研究会幹事

0426-77-2135①〒115北区西ケ

丘3-9-14国立国語研究所気付日

本方言研究会幹事03-3900-3111

②5月17日③東京都立大学

表現学会①〒168杉並区永福

1-9-1明治大学和泉校舎佐藤

(嗣)研究室内03-5300-1121内1311

②6月1．2日③明治大学

仏教文学会①〒654神戸市須磨

区東須磨青山2-1神戸女子大学

石原研究室内078-731-4416@6

月1～3日③立正大学

院大学

説話・伝承学会①〒603京都市

北区等持院北町56-1立命館大学

文学部福田晃研究室075-465-llll

②4月28.29日③花園大学

説話文学会①〒97Oいわき市中

央台飯野5-5-1いわき明星大学

人文学部田嶋一夫研究室内

0246-29-7197(ダイアルイン)、

0246-29-5111(代）②6月29.30

日③國學院短期大学

全国大学国語教育学会①〒305

つくぱ市天王台l-1-1筑波大学

教育学系人文科教育学研究室内

0298-53-6732.6733②7月31

日、8月1日③茗溪会館

全国大学国語国文学会①〒101

千代田区猿楽町2-2-6畑山第1ビ

ル㈱おうふう気付03-3294-0857

②6月8．9日③明星大学青梅

キャンパス

中古文学会①〒112文京区白山

5-28-2O東洋大学文学部国文学

研究室03-3945-7367②5月11･

12日③立正大学

中世文学会①〒175板橋区高島

平1-9-1大東文化大学文学部日

本文学科関口研究室03-3935-1113

内3127@5月18～20日③大東

文化大学

日本演劇学会①〒169新宿区西

早稲田1-6-l早稲田大学演劇博

物館内03-3203-4141内71-5218

②5月25.26日③明治大学
日本歌謡学会①〒63O奈良市高

畑町奈良教育大学真鍋研究室内

0742-27-9153@5月ll．12日

③明治大学

日本近世文学会①〒162新宿区

戸山1-24-l早稲田大学文学部谷

脇理史研究室内03-3203-4141@

6月8．9日③東京都立大学

日本近代文学会①〒171豊島区

西池袋3-34-l立教大学文学部第
2日本文学研究室内03-3985-2504

事務取扱①〒113文京区本駒込

5-16-9学会センターC21日本学会

事務センター内03-5814-5810@

5月25.26日③立教大学

日本口承文芸学会①〒150渋谷

平成8年度

■春季学会
①事務局②学会開催日③会場

解釈学会①〒17O豊島区北大塚

3〒29-2教育出版センター内

03=5394-1203②8月22．23日

(予定）③宮城学院女子大学

歌舞伎学会①〒169新宿区西早

稲田l-6-1早稲田大学演劇博物

館内03-3203-4141内71-5218@

6月15日③江戸東京博物館

訓点語学会①〒155世田谷区代

沢1-20-10@5月17日③青山

学院大学

芸能史研究会①〒606京都市左

京区浄土寺真如町77紫雲荘6号

075-761-8718@6月2日③京

大会館

国語学会①〒113文京区本郷

7-3-l東京大学文学部国語研究

室内03-3812-2111事務取扱①

〒101千代田区神田錦町3-11武蔵

野書院03-3291-4859②5月18.

19日③青山学院大学

古事記学会①〒150渋谷区東

4-10-28國學院大学文学部日本

文学第二研究室内03-5466-0215

②6月15～17日③皇学館大学

上代文学会①〒214川崎市多摩

区東三田2-1-1専修大学6号館

A48橋本研究室内044-911-1080

②5月18～20日③宮崎国際大学

昭和文学会①〒101千代田区猿

楽町2-2-5笠間書院内03-

3295-l331@6月8日③國學

(‐

（

国
文
学
研
究
資
料
館
報
第
四
十
六
号

平
成
八
年
三
月
発
行

編
集
・
発
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文
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東
京
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川
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町
一
’
一
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一
○

郵
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海
外
研
修
旅
行

丸
山
勝
巳

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
情
報
科
学
国
際
会
議
で

論
文
発
表
の
た
め

期
間
平
成
７
年
９
月
”
日
Ｉ

平
成
７
年
皿
月
３
日

安
藤
正
人

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
第
７
回
記
録
史
料
保
存

教
育
研
修
に
関
す
る
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
出
席

他

期
間
平
成
７
年
叩
月
型
日
１

，
平
成
７
年
加
月
鋤
日

文
部
省
永
年
勤
続
者
表
彰

文
部
省
永
年
勤
続
者
表
彰
規
程
に
基

づ
き
、
次
の
方
に
表
彰
状
を
伝
達
し
、

記
念
品
と
し
て
銀
杯
を
贈
呈
し
た
。

○
平
成
７
年
ｎ
月
認
日
付

山
口
博
基
（
管
理
部
庶
務
課
長
）

人
事
異
動
（
平
成
７
年
９
月
ｌ
平
成
８

年
２
月
）

○
平
成
７
年
、
月
１
日
付

る
研
究

期
間
平
成
８
年
３
月
２
日
ｌ

平
成
８
年
３
月
Ⅳ
日

（
併
任
）

金
文
京
（
文
献
資
料
部
助
教
授
）

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助

教
授
か
ら
）

（
平
成
７
年
皿
月
１
日
ｌ
平
成
８

年
３
月
瓠
日
）

○
平
成
７
年
⑱
月
陥
日
付

（
転
入
）

大
河
史
彦
（
会
計
課
管
財
係
）

（
一
塁
思
大
学
理
学
部
・
理
学
系
研

究
科
施
設
係
か
ら
）

○
平
成
８
年
２
月
１
日
付

（
転
出
）

楠
原
良
成
（
庶
務
課
庶
務
係
）

（
鹿
児
島
大
学
医
学
部
総
務
課
人

事
係
へ
）

妬
号
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
わ
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。Ⅳ

頁
廻
段
氏
名

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

訂
正

稲
荷
大
社
蔵
「
諸
社
効
能
」
の
注
釈
的

研
究吉

原
浩
人
（
早
稲
田
大
学
助
教
授
）

阿
部
泰
郎
（
名
古
屋
大
学
助
教
授
）

小
峯
和
明
（
立
教
大
学
教
授
）

山
崎
誠
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助

教
授
）

平
成
８
年
度
共
同
研
究

歌
舞
伎
番
付
の
研
究

赤
間
亮
（
立
命
館
大
学
助
教
授
）

土
田
術

池
山
晃
（
大
東
文
化
大
学
助
教
授
）

水
田
か
や
乃
（
園
田
学
園
女
子
大
学

助
教
授
）

神
楽
岡
幼
子
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博

物
館
助
手
）

武
井
協
三
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助

教
授
）

近
世
後
期
西
国
藩
儒
の
学
問
と
生
涯

ｌ
『
牧
園
芽
山
日
記
』
の
研
究
ｌ
・

井
上
敏
幸
（
福
岡
女
子
大
学
教
授
）

高
橋
昌
彦
（
純
真
女
子
短
期
大
学
助

教
授
）

安
永
美
恵
（
筑
紫
女
学
園
短
期
大
学

助
教
授
）

白
石
良
夫
（
文
部
省
教
科
書
調
査
官
）

一
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
『
：
ｌ
６
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
ｌ
‐
６
申
ｌ
ｌ
Ｉ
０
ｂ
Ｊ
７
８

正
教
蔵
文
庫
の
調
査
研
究

廣
田
哲
道
（
大
阪
女
子
大
学
教
授
）

阿
部
泰
郎
（
名
古
屋
大
学
助
教
授
）

黒
田
彰
（
愛
知
県
立
大
学
助
教
授
）

小
林
健
二
（
大
谷
女
子
大
学
助
教
授
）

田
中
貴
子
（
梅
花
女
子
大
学
助
教
授
）

樹
下
文
隆
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助

教
授
）

中
野
真
麻
理
（
国
文
学
研
究
資
料
館

助
手
）

「
源
氏
大
鏡
』

’
一
類
本
本
文
の
比
較
と
研
究
ｌ

倉
田
実
（
大
妻
女
子
大
学
短
期
大

学
部
助
教
授
）

渡
辺
久
寿
（
山
梨
英
和
短
期
大
学
助

教
授
）

田
坂
窓
二
（
福
岡
女
子
大
学
教
授
）

安
達
敬
子
（
京
都
府
立
大
学
女
子
短

期
大
学
部
講
師
）

辻
本
裕
成
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助

手
）

土
田
節
子
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助

手
）

宮
崎
修
多
（
成
城
大
学
助
教
授
）

入
口
敦
志
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助

手
）

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
（
国
文
学

研
究
資
料
館
助
教
授
）
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